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 迷いながら強くなる 

昨年からアフリカで発生しているエボラ出血熱、今年に入りフランスで発生したテロ、中

東で発生した日本人の人質事件と、先が見えない状態で、世界中が恐れや不安で充満

しています。今の世の中は大人も生きにくい時代と言われます。まして子ども達にとって大変

な時代です。様々な情報が氾濫し、データ・材料や写真・動画等は直ぐに手に入り、事象

や動向などは、驚異的なスピードで進化を続けています。同時に考えるべきことや悩むべき

ことが増え、迷いやすくなったり、葛藤を抱えた

り、決断や判断ができにくくなっています。 

 結果だけを考えると、常に自分にとって「プラ

スかマイナスか」になってしまいます。特に失敗

をしてしまった時などは、必要以上に落ち込み、

自責の念に駆られるかもしれません。 

 私は６０年近く生きており、たくさんの選択する

ことを経験しました。受験、就職、結婚、子育て等大げさにいえば、毎日が選択であると思

います。年末に大学時代の友人と会う機会があり、これまでの人生を振り返る機会がありま

した。選択した時の話を聞いていると、個性が表れる場面だと感じました。 

 迷ってしまって判断がつきかねる場面に出会う一方で、「これまでも迷った場面にたくさん出

会って、何とか生きてきたからこそ、今ここまで来ることができた」と思います。たとえ一つ一つ
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の場面でうまくいかなくても。失敗も迷いも前に進んでいくためには必要不可欠なステップで

す。 

 一見、意味のないようなことや、こんなことをしていて大丈夫かと思うことなど、マイナスにし

か思えないことでも、実は自分にとって重要な意味があるということを実感します。今、何か

問題に直面していたとして、それが解決できるかもしれないし、残念ながら解決できないかも

しれません。しかし、それを解決しようと真面目にコツコツやり抜いた経験や過程というのは、

後になって自分の生きる力となり、支えとなり、財産になるのです。 

 一人の人間が経験できることは限られています。ではどうするかです！質の良い小説や

映画にふれ疑似体験をすることです。名作であれば、登場人物の感情や葛藤があらわに

なっていますので、読みながら新たな気付きがあり、悩みや不安が消えることがあります。 

 恐れや不安は人間に備わっている本性です。変化や失敗を恐れずにやってみる。停滞し

たり後退したりするときもあります。それも長い目で見れば必要なプロセスの一つです。 

 

車椅子バスケットの体験学習 

 １年生が福祉体験学習として、車椅子

バスケットの体験学習を実施しました。講

師は、堺市にある大阪府立障害者交流

促進センターから来て頂き、車椅子も準

備して頂きました。通常の車椅子とバスケ

ット競技用の車椅子との違い、ルールを学

習しました。車椅子バスケットは、障害の程度を点数化、５人の合計が１４点で実施します。 

その後実際に車椅子に乗り、車輪を操作しながら前後に進めることや、車椅子の回転、スト

ップの基本的な動きの体験をしました。車椅子からシュートにも挑戦しました。実際の車椅子

 



バスケットの試合を楽しみました。慣れてくるとルールを守りボールをゴール下まで運びシュート

につなげていました。ただ、下半身が使えないのでロングパスのコントロールができず、またボ

ールのキャッチもできずコートから出る場面が多くありました。シュートが入ると、観覧している

生徒から大きな歓声とともに拍手が沸き起こっていました。試合の終わった生徒からはもう一

回やりたいという声も上がっていました。 

生徒の感想を紹介します。「・この学習に

より、障害者の方は、毎日苦労して生活して

いることが分かりました。 ・障害者スポーツは、

「楽しく」「安全」にできるようになっていることを

知りました。安心してできるようになっているの

は人間の知恵であります。 ・障害者の人だ

からできないでなく、誰でもできるようにできているのが素晴らしい。 ・障害をもっていてもいつ

も笑顔でできるようなスポーツがもっと増えればいいのにと思う。 ・様々な立場からの視点を

増やすため、色々な人の体験、考え、思いを聞いてみたい。 ・「バリアフリー」とは、社会

全体が取り組まないといけない」と書いていました。 

 このような実体験を重ねることにより、障害者へのサポートが自然とでき、垣根のない社会

をつくることにつながると講師の方も話をされました。 

表彰者の紹介 

 日本書芸術振興団主催の第２３回全日本学書展に出品した１年生の金原優太君が朝

日放送賞を受賞しました。表彰式は２月１日（日）、大阪産業創造館で開催されました。 

 

 

 

 



日 曜 行事 日 曜 行事 

１  日                     １５ 日                   

２ 月 生徒会選挙公示 １６ 月 公立高校前期出願（３年３時間） 

給食（１，２年のみ） 

３ 火 ○学 １７ 火 ○学公立高校前期出願（面接・実

技等） 職員会議 

４ 水 １年進路学習（５，６時限） 

職員会議 

１８ 水 ○学 

５ 木 ○学 １９ 木 ○学生徒会選挙公示 

６ 金  ２０ 金 ○学 

７  土                     ２１ 土                       

８  日                       ２２  日                     

９ 月  ２３ 月 ○学 

１０ 火 ○学私立高校入試（３年のみ３時

間）給食（１、２年） 

２４ 火 ○学公立高校前期選抜（３年のみ３時

間）、給食（１，２年） 

１１ 水                      ２５ 水 １、２年学年末テスト、給食（３年） 

３年（５時限） 

１２ 木 ○学黙動清掃              ２６ 木 ○学 

１３ 金  ２７ 金 ３年生進路懇談、３年（４時限） 

ＰＴＡ決算総会、クリーンアップ作戦、 

１，２年保護者対象進路説明会 

１４ 土                     ２８ 土                     

※３月の主な行事：１３日（金）卒業式。２４日（火）修了式。 

※１月の異物混入数４件（髪の毛２件、ビニール片１件、ご飯粒の変色１件） 



 

 


